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鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修・管理運営事業の概要 

１ 対象施設 

（１）鷹の台公園 

位 置 小平市たかの台 33 

告 示 年 月 日 昭和 38 年 9月 2 日 

種 別 近隣公園 

都市計画面積 1.9 ha 

今回整備区域 約 12,900 ㎡ 

用 途 地 域 第一種低層住居専用地域 

（２）中央公園グラウンド（陸上競技場及びグラウンド） 

位 置 小平市津田町一丁目１番１号（中央公園内） 

開 設 年 月 昭和 52 年 9月 

種 別 運動公園 

土 地 面 積 約 18,500 ㎡（中央公園全体は約 66,000 ㎡） 

用 途 地 域 第一種中高層住居専用地域 

 

２ 認定計画提出者の事業範囲 

（１）鷹の台公園 

① 既存施設の解体及び整地等業務 

・既存施設（バックネット等）解体・撤去及び解体に係る設計業務及び整地 

・横断測量と整地に係る業務 

② 公募対象公園施設の設置及び管理運営業務 

③ 特定公園施設の設計、建設及び譲渡業務 

④ 鷹の台公園の管理運営業務（指定管理者募集要項参照） 

⑤ 利便増進施設の設置及び管理運営業務（任意提案） 

（２） 中央公園グラウンド 

① 既存施設の撤去工事等 

・既存施設（中央公園グラウンドバックネット等）撤去工事及び撤去工事に係る

設計業務 

② 公募対象公園施設の設置及び管理運営業務 

③ 特定公園施設の設計、建設及び譲渡業務 

④ 用器具庫の設置 

⑤ 中央公園グラウンドの管理運営業務（指定管理者募集要項参照） 

⑥ 利便増進施設の設置及び管理運営業務（任意提案） 
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３ 本事業の背景 

 小平市では、昭和 38年に都市計画決定した小平市都市計画公園 3・3・4 号鷹の台

公園の整備に向けた検討を機に、アンケート、ヒアリング、ワークショップ、セミナー、

イベント等を通して地域の皆様にご協力をいただきながら、利用者・地域目線による事

業推進を図ってきました。この取組から、活発な地域活動の展開、地域の多様なステー

クホルダー、また地域のまちづくりへの思いなどを把握することができました。 

 本事業は、高度な知識やノウハウをもつ民間事業者との連携により、公園等の公の施

設を核に、このような地域の思いの具現化と取り巻く行政課題の解決を図る事業です。 

※詳細は、「鷹の台公園のあり方調査検討業務委託報告書（令和 5 年 1 月）」、「鷹の台

公園整備事業の基本的な方針（令和 5 年 6 月）」、「鷹の台公園整備基本計画（令和 6

年 3 月）」及び「小平市立中央公園グラウンドの改修に関する基本的な方向性（令和

6 年 3 月）」を参照。 

 

 市は、都心から西に約26km に位置する面積 20.51平方キロメートルの都市です。

令和 2 年国勢調査による人口は 198,739 人で、令和 12 年には約 20 万 3 千人と

なり、ピークを迎えると推計されています。現在も人口は微増傾向ではありますが、人

口構成においては少子高齢化がますます進み、構造的な財政難を解消するような人口の

増加が見込まれているわけではありません。 

 そのため、これまで以上に、住みやすく、暮らしやすく、働きやすく、特に若い世代

の定住促進や子育て世代にとって魅力的なまちづくりが求められます。 

 一方、公共施設の適切な維持管理、社会保障費の拡大、新しい社会ニーズ、災害への

対応等、様々な施策分野における行政課題は山積しており、小平市第四次長期総合計画

をはじめ、市の各関連計画で示されている内容の具現化を図り、多様なニーズに応えな

がら、市民サービスの向上を図る必要があります。 

 このたび、新たな公園整備、改修をきっかけとして、民間事業者のノウハウを活かし

て行政課題の解決や地域の思いの具現化を図る手法として、鷹の台公園及び小平市立中

央公園（以下「中央公園」という。）をはじめとした市南西部地域の９４公園（以下「市

立公園」という。）並びに同地域内にある小平市民総合体育館（以下「市民総合体育館」

という。）、小平市立中央公園競技場・小平市立中央公園グラウンド（以下「中央公園グ

ラウンド」という。）、小平市立中央公園テニスコート（以下「中央公園テニスコート」

という。）、小平市立上水公園テニスコート（以下「上水公園テニスコート」という。）、

小平市立きつねっぱら公園子どもキャンプ場（以下「きつねっぱら公園子どもキャンプ

場」という。）及び小平市ふれあい下水道館（以下「ふれあい下水道館」という。）を対

象施設とした指定管理者制度を導入することとしました。市民に親しまれている対象施

設の魅力向上を図るとともに、施設単体では見出せない効果を、指定管理者制度を活用

した一体的な管理運営を行うことで相乗的に発揮させ、民間の創意工夫と民間活力の活
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用を引き出す公民連携事業としたものです。 

 まず、対象施設の一つである鷹の台公園は、新たに整備する都市計画公園です。今の

時代に新たに整備する大規模公園として、また、公園がもつポテンシャルを引き出すリ

ーディングパークとして、先導的かつ実証的な都市公園とすることが求められます。 

 次に、体育施設では、中央公園グラウンドの改修を行います。利便性の向上、スポー

ツの振興及び健康の保持・増進を図ることを目的に、フィールドの人工芝化や陸上トラ

ックの全天候型走路整備をはじめとした、施設の機能性向上やメンテナンスを考慮した

良好なグラウンド改修を行います。 

 両施設ともに、様々な機能を発揮させるため、施設整備に加え、整備後の適切かつ高

度な知識やノウハウに基づく多面的な管理運営が求められます。そのため、整備と管理

運営が一体となった継続性のある事業としての実施が不可欠です。 

 したがって、これまでの取組により導き出された方針や市の財政面、人材面の制約等

を踏まえ、都市公園に民間の優良な投資を誘導し、市の財政負担を軽減しつつ、都市公

園の質の向上と公園利用者の利便性の向上を図ることが期待される整備・管理手法であ

る公募設置管理制度（Park-PFI）を活用し、加えて周辺施設をも一体的に管理対象と

する指定管理者制度を導入することとなりました。 

 今後、長期的な視点で対象施設の維持管理経費の抑制を図りながら、適切な施設管理

を進めることを基本としつつ、多様な公園等の対象施設が連携し、また地域との協働を

推進することで、スケールメリットを生かした企画事業や継続的なイベント事業等によ

る新たなサービスを展開していただきます。そして、地域の活気ある活動と連携による

利用者の目線に立った施設の活用が図られ、ひいては対象施設を核とした地域の活性化、

地域のまちづくりを求めます。 

 そして、本事業が、関連する行政課題の解決モデルの一端を担うことを期待します。 
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１ はじめに 

（１）事業の目的 

鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修・管理運営事業（以下、「本事業」と

いう。） は、小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館指定管理

者導入の趣旨を踏まえ、新設する鷹の台公園及び中央公園グラウンドの改修にあた

って、公募設置管理制度を活用して民間の活力と能力を最大限引き出しながら、事

業者のアイディアと優れた経営ノウハウにより、魅力的な公園の設計施工・管理運

営を行うことを事業の目的としている。 

 

（２）本資料の位置づけ 

本資料においては、主に鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修・管理運営

事業（Park-PFI 事業）に関する総括や講評等について記すこととする。 

 

２ 選定委員会 

（１）設置目的 

小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館指定管理者選定委員会

兼 鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修・管理運営事業者選定委員会（以下

「選定委員会」という。）は、小平市立公園条例、小平市民総合体育館条例、小平市ふ

れあい下水道館条例、小平市立体育施設条例及び小平市公の施設の指定管理者の指定

の手続等に関する条例に基づき、対象施設の指定管理者の候補者並びに都市公園法第

５条の４第４項の規定に基づき、公募対象公園施設の設置等予定者の選定を公平かつ

適正に実施するため、設置された委員会である。 

 

（２）構成 

 委  員  名 

会 長 田中 博晶 （環境部長） 

委 員 髙木 理恵子 （弁護士） 

委 員 菱山 園子 （公認会計士） 

委 員 北 徹朗 （有識者） 

委 員 栗山 丈弘 （有識者） 

委 員 椎名 豊勝 （有識者） 

委 員 余語 聡 （地域振興部長） 

（敬称略） 
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（３）開催経過 

 開催日 主な内容 

第１回 令和６年５月１７日 （１）市からの説明 

① これまでの経緯と事業概要について 

② 募集の概要について 

（２）協議事項 

・公募設置管理制度（Park-PFI）における評価

の基準について 

第２回 令和６年９月２６日 ・応募事業者による面接審査（プレゼンテー

ション）及び質疑応答 

・設置等予定者及び次点の選定 

 

２ 事業者の公募 

（１）公募の体系 

本公募では、①小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館の指

定管理者、②鷹の台公園の公募設置管理制度（Park-PFI）による整備・公募対象公

園施設の管理を行う事業者、及び③中央公園グラウンドの公募設置管理制度（Park-

PFI）による改修・公募対象公園施設の管理を行う事業者を一体的に評価し、一法

人（もしくは複数の法人で構成する１グループ）を選定した。 

指定管理者制度 
① 小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下

水道館の指定管理 

公募設置管理制度 

（Park-PFI） 

② 鷹の台公園の公募設置管理制度による整備 

③ 中央公園グラウンドの公募設置管理制度による改修 

 

（２）公募手続き 

項目 日時 

公募設置等指針の公表 令和６年５月２０日（月） 

現地視察会・公募説明会 令和６年５月３１日（金） 

質問書受付 令和６年５月２７日（月）～６月７日（金） 

質問書回答 令和６年６月１４日（金） 

公募設置等計画の受付 令和６年７月８日（月）～９月１０日（火） 

選定委員会による審査 令和６年９月２６日（木） 

 

３ 審査及び選定 

（１）審査及び選定の流れ 

選定にあたっては、市（事務局）が都市公園法第５条の４第１項に基づき、提出

一
体
的
に
評
価 
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された全ての公募設置等計画の適合について審査を行った。（第一次審査） 

その審査を通過した計画について、選定委員会が都市公園法第５条の４第２項に

基づき、公募設置等計画及びプレゼンテーションの審査を行い、最優秀提案及び次

点提案を選定した。（第二次審査） 

市は、選定委員会の選定結果を踏まえ、設置等予定者及び次点を決定した。 

 

（２）応募者数 

   ２グループ 

 

（３）第一次審査 

① 審査方法 

都市公園法第５条の４第１項に基づき、提出された全ての公募設置等計画等につ

いて、次の事項について審査を行った。 

ア 公募設置等指針に示す各項目の要求事項との整合 

イ 市以外が設ける公園施設として、規定に照らし問題がないか 

ウ 計画提出者が不正又は不誠実な行為をするおそれが明らかな者でないか 

   

提出書類から、事務局により、次の点を確認した。 

・公募設置等計画が、本指針で示した目的や場所と適合していること 

・記載すべき事項が示されていること 

・認定期間中の建設、運営の確実性が、提出された資料により見込めること 

・特定公園施設の建設に係る負担額の上限額と、価格提案書に記載されている提

案額を比較し、提案額が上限額を超えていないこと 

・設置許可使用料の最低額と、価格提案書に記載されている提案額を比較し、提

案額が最低額を上回っていること 

 

② 審査結果 

  ２グループについて、適合していることが確認された。 

 

（４）第二次審査 

 ① 審査方法 

公募設置等指針及び都市公園法第５条の４第２項に基づき、公募設置等計画及び

計画内容に関するプレゼンテーション、また選定委員による質疑の内容により審査

を行った。 

また、小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館指定管理者を

一体的に審査・評価し、１グループを選定した。 
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なお、匿名による審査とするため、書類や服装、質疑の内容等により団体名等が

特定できないよう留意することとした。 

 

② 評価項目及び採点結果 

鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修については、多様な機能を発揮させ

るため、施設整備に加え、整備後の適切かつ高度な知識やノウハウに基づく多面的

な管理運営を求めている。そのため、整備と管理運営を一体とした評価項目を設定

した。 

下記評価票では、小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館指

定管理者及び鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修・管理運営事業者を一体

的に審査・評価している。 

評価項目 配点 
設置等 

予定者 
次点 

 管理運営に係る評価（指定管理者、公募設置予定者） 

１ 市民の平等な利用が確保されること 28 26 25 

２ 公の施設の設置の目的が効果的に達成されるこ

と及び公募設置管理制度（Park-PFI）における事

業の実施方針に関すること 

28 26 25 

３ 効率的な管理が行われること及び公募設置管理

制度（Park-PFI）における施設の管理運営計画に

関すること 

308 260.5 257.5 

４ 適正かつ確実な管理を行う能力を有すること及

び公募設置管理制度（Park-PFI）における事業実

施体制に関すること 

56 52 51 
 

施設整備及び価格に関する評価（公募設置等計画における公募対象公園施設

及び特定公園施設） 

 ５ 公募設置管理制度（Park-PFI）における都市公園

法第 5条の 2第 2項第 9号に基づく基準及び公の

施設の設置の目的又は性質に応じ、市長が必要と

認めて定める基準 

280 253.5 239 

 各委員評価計 700 618 597.5 

 事業者の社会的要請等への取組に関する加点項目 44 28 32 

 合計点 744 646 629.5 

 

 ③ 選定結果 

選定委員の採点した点数の合計により、設置等予定者及び次点を選定した。 
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なお、本選定委員会では、同グループを指定管理者の候補者として選定した。 

 

  ア 設置等予定者 

   こだいらパークコネクトグループ 

代表事業者 株式会社日比谷アメニス 

構成事業者 太陽スポーツ施設株式会社 

 株式会社東京アスレティッククラブ 

 高杉商事株式会社 

 株式会社あい造園設計事務所 

 株式会社セット設計事務所 

 株式会社都市計画研究所 

 株式会社ライフ計画事務所 

 株式会社オーチュー 

 相羽建設株式会社 

 

  イ 次点 

   ＫＯＤＡＩＲＡ Ｃｉｒｃｕｌａｔｅ Ｐａｒｔｎｅｒｓ 

 

④ その他 

こだいらパークコネクトグループは、令和６年１２月議会において市議会の議決を

経て、指定管理者として指定された。 

 

５ 総括及び講評 

本公募は、小平市南西部地域の市立公園・体育施設・ふれあい下水道館指定管理者

選定委員会 兼 鷹の台公園整備及び中央公園グラウンド改修・管理運営事業者選定委

員会を設置して、指定管理者制度及び公募設置管理制度（Park-PFI）を一体的に評価

し、１グループを選定することとした。鷹の台公園の新設整備及び中央公園陸上競技

場・グラウンドの改修にあたり、民間のノウハウ等が活かされた、整備・改修後の長

期に渡る効果的・効率的な管理運営を見据えた事業提案を期待したものである。 

また、市はこれまで、アンケート、ヒアリング、ワークショップ、セミナー、イベ

ント等を通して地域の皆様の協力を得ながら、利用者・地域目線による検討を進めて

きた。その上で、地域の意見等を踏まえて策定した「鷹の台公園整備基本計画（令和

6年 3月）」や「小平市立中央公園グラウンドの改修に関する基本的な方向性（令和 6

年 3月）」等を基に企画提案を求めたところである。 

その結果、提案募集期間に２グループから提出があり、選定委員会は、市が公募時

に公表した評価項目や配点に基づき、提案内容及びプレゼンテーション等の内容を踏
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まえ、公正な審査を行い、「こだいらパークコネクトグループ」を選定した。 

主に公募設置管理制度（Park-PFI）に関わる選定委員会の主な質問については、次

のとおりである。 

 

鷹の台公園整備 ・鷹の台公園における収益施設（公募対象公園施設）の提案に

対する実現に向けた担保について 

・鷹の台公園の提案に「鷹の台公園整備基本計画」と異なる点

がある理由について 

・鷹の台公園に関する独自の特徴的な提案に対する将来見通し

について 

・鷹の台公園の車椅子使用者用駐車場の利用方法について 

・鷹の台公園西側の緩衝ゾーンの植栽計画について 

中央公園グラウ

ンド改修 

・中央公園駐車場有料化にあたっての料金の設定や収益見込み

の考え方について。 

・中央公園駐車場有料化後の公園利用者以外の方の駐車場利用

に関する考え方について 

・改修後の中央公園グラウンドについて他市とは異なる強みに

ついて 

・中央公園グラウンドの人工芝の質について 

・中央公園グラウンドの人工芝整備後の暑さ対策について 

・中央公園グラウンドの多目的エリアに関する個人利用の設定

方法について 

共通 ・鷹の台公園整備、中央公園グラウンドの改修に係る魅力的な

整備内容を持続的に保ち続けるための施策について 

・多くの集客が見込めるイベント等における雷対策について 

 

本公募は、事業スケールが大きく、複雑な体系（事業スキーム）となっていること

が特徴的な公民連携事業の提案募集である。 

単に公園の整備・改修や施設の管理運営にとどまらず、地域の活気ある活動との連

携による利用者の目線に立った施設の活用、ひいては対象施設を核とした地域の活性

化、地域のまちづくりを求めている公募内容であり、審査の評価・配点にあたっては

この点が重視されていることも特筆すべき点である。 

また、これまでの丁寧な市民参加の取組により、多くの市民の思いが込められた事

業となっており、このような背景を理解した上で審査に臨むことが求められた。 

そのため、第１回選定委員会では、事務局から選定委員へ時間をかけて説明がなさ

れ、意識共有を図った上で第２回選定委員会の審査が行われた。 
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上記の「評価項目及び採点結果」のとおり、２グループとも各構成企業の得意分野

を結集させた優れた提案であったことから、各評価項目や合計点に大きな差異は認め

られないほど僅差の結果となった。 

本公募に参加いただいた２グループについては、まず公募の趣旨・内容を理解した

上で、提案内容の作成やグループ間の協議を重ねたものと考えられる。これには多く

の困難を伴うものであったことが推察できるところであるが、限られた応募期間にも

関わらず、膨大な労力を伴いながら各事業に真摯に向き合っていただき、民間事業者

としてのノウハウや実績に基づく非常に質の高い洗練された提案が提出された。 

その熱意や努力、さらに提案内容やプレゼンテーションに至るまで高く評価する声

があったことをこの書面で報告するとともに、深く敬意と感謝の意を表するところで

ある。 

最後に、選定されたグループの提案が具現化され、整備・改修される施設を核とし

た地域の活性化、地域のまちづくりが達成されることで、本公募が求める公民連携事

業が、様々な行政課題の解決モデルとなることを期待する。 


